
  

 学校運営協議会は、地域・家庭・学校が一体となり、学校運営に意見を反映させることで、一緒に協働しなが

ら子どもたちの豊かな成長を支える「地域とともにある学校づくり」を推進するための組織です。 

 第四中学校は、平成２９年度より学校運営協議会を設置し、本年度で 9年目を迎えます。 

今年度は、６月 2 日（月）に第１回学校運営協議会を開催しました。委員１２名が出席し、学校運営の方針

について協議をしました。 

□ 令和 7年度学校運営の基本方針についての協議と承認 

 学校だよりで詳細をお知らせしました「学校経営方針」について、校長より説明がありました。 

 

 

 

 

＜学校長より＞ 

○学校教育目標を具現化するために、昨年度同様、８本の柱を軸に教育活動に取り組んでいく。 

・大空学級、通級指導などを通して特別支援教育を推進する。 

・ＩＣＴの利活用、図書館教育や新聞を活用した実践を通して「確かな学力」の育成を目指す。 

・ローテーション道徳を軸に道徳教育を活性化し、「豊かな心」の育成を目指す。 

・「健やかな体」づくりのため、全校で体力向上に向けた取り組みを行う。 

・ＨＰなどを活用して家庭や地域に情報を積極的に発信していく。 

・ボランティア活動を推奨し、中学生が地域で活躍する機会を増やす。 

・中山小、若宮小と連携して９年間を見通した教育活動を展開する。 

・学校の業務内容を見直し、ワークライフバランスの構築を図る。 

＜委員からの主な意見と学校の考えなど＞ 

・手紙を持って帰って、親に渡さない生徒がいます。その対策は？ 

→メールで手紙を配ったお知らせをしたり、また直接、手紙を添付してはどうか。そうすれば親が目にする

機会が増えると思う。HPにも掲載します。 

・学校のトイレの扉をへこませてしまう件が何件かありました。 

→警察の方にも協力いただいて、状況を見てもらいました。公民館でも室内で野球をやったり、ドッチボー

ルで壁をこわす、本を持ち出して外に投げてあったりする件があり困っています。使い方に注意が必要です。 

・不登校の生徒の対応で何かできることはないか？ 

→地域の力を借りて、寄り添い活動ができれば良いなと考えています。 

・昨年 PTCAで、安全意識のアンケートをとって、学区でたくさんの危険個所の意見がもらえました。 

→あいさつ運動もあるので、活かしていければと思います。 
 
 この他にも、「地域の行事で、交通事故があり、ボランティアの中学生が警察の対応などしっかりやってくれ

ました。」などのうれしい意見もありました。 
 
和やかな雰囲気のもと意見交換が行われ、協議の結果、学校運営の基本方針は承認されました。次回は、７月

１7日（木）に中山小学校でブロック合同の学校運営協議会と地域情報交換会を合わせて行う予定です。 

 

市川市立第四中学校 

第１号 

令和 7年６月 1１日 

学校教育目標 

「知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな生徒の育成 

   ～多様性を認め合える、穏やかな教育環境（居場所）づくり～」 

 


